
188月号広報

　　
特
別
展
「
安
曇
野
で
み
る
彫
刻
」に

合
わ
せ
、２
回
連
続
の
彫
刻
鑑
賞
ツ
ア

ー
を
開
催
し
ま
す
。
日
常
の
生
活
で

は
ゆ
っ
く
り
見
る
機
会
が
少
な
い
豊

科
地
域
の
野
外
彫
刻
や
市
内
各
地
の

彫
刻
を
ご
案
内
し
、安
曇
野
の
彫
刻

の
系
譜
を
紹
介
し
ま
す
。
ど
ち
ら
か
一

方
で
も
参
加
で
き
ま
す
。

安
曇
野
・
歩
い
て
み
る
彫
刻

■
日
時
　
９
月
９
日（
日
）

　
　
　
　
午
前
９
時
〜
１１
時

■
コ
ー
ス
　
郷
土
博
物
館（
集
合
）〜

　
近
代
美
術
館（
解
散
）

■
参
加
費
　
無
料

安
曇
野
・
ゆ
っ
た
り
バ
ス
で
み
る
彫
刻

■
日
時
　
９
月
１６
日（
日
）

　
　
　
　
午
前
９
時
〜
午
後
３
時

■
コ
ー
ス
　
近
代
美
術
館
（
集
合
〜

　
郷
土
博
物
館
〜
碌
山
美
術
館
〜
穂

　
高
会
館
〜
穂
高
神
社
〜
Ｉ
Ｉ
Ｄ
Ａ-

　
Ｋ
Ａ
Ｎ
〜
近
代
美
術
館（
解
散
）

■
参
加
料
　
１
、０
０
０
円

　
　
　
　
　（
入
館
料
・
バ
ス
代
込
み
）

■
定
員
　
各
回
と
も
に
２５
人

■
講
師
　
二
木
福
冶
さ
ん

　（
元
豊
科
町
郷
土
博
物
館
館
長
）

■
申
込
方
法
　
８
月
２８
日（
火
）か
ら

　
受
付
開
始
。
電
話
な
ど
で
お
申
し

　
込
み
く
だ
さ
い
。
定
員
に
な
り
次

　
第
締
め
切
り
ま
す
。
詳
細
は
申
し

　
込
み
者
に
別
途
通
知
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
　
豊
科
郷
土
博
物
館

　
　
　
　
　
　
（
℡
７２
・
５
６
７
２
）

　
「
安
曇
野
で
み
る
彫
刻
」の
出
品
者
、

丸
山
雅
秋
さ
ん
の
作
品
を
、作
家
自

身
の
解
説
を
交
え
、鑑
賞
し
ま
す
。ヨ

ー
ロ
ッ
パ
や
中
国
な
ど
国
際
的
に
活
躍

す
る
丸
山
さ
ん
の
彫
刻
論
を
分
か
り
や

す
く
、ス
ラ
イ
ド
な
ど
で
解
説
し
ま
す
。

■
講
師
　
丸
山
雅
秋
さ
ん（
彫
刻
家
）

■
対
象
　
一
般

■
日
時
　
９
月
１
日（
土
）

　
　
　
　
午
後
２
時
〜
３
時

■
場
所
　
豊
科
近
代
美
術
館
２
階
展

　
示
室

■
参
加
費
　
無
料
　

　
　
　
　
　（
別
途
入
館
料
必
要
）

■
問
い
合
わ
せ
　
豊
科
近
代
美
術
館

　
　
　
　
　
　
（
℡
７３
・
５
６
３
８
）

　
豊
科
郷
土
博
物
館
友
の
会
写
真
部

に
よ
る
写
真
展
を
開
催
し
ま
す
。
安

曇
野
の
風
景
や
四
季
の
移
り
変
わ
り

な
ど
、自
然
の
一
瞬
の
表
情
を
と
ら
え

た
写
真
を
展
示
し
ま
す
。

■
会
期

　
９
月
２
日（
日
）〜
１７
日（
月
）

■
会
場
　
豊
科
郷
土
博
物
館
展
示
室

■
入
館
料

　
大
人
　
　
１
０
０（
８０
）円

　
小
中
生
　
　

５０（
４０
）円

　（
　
）内
は

２０
人
以
上
の
団
体
料
金

■
問
い
合
わ
せ
　
豊
科
郷
土
博
物
館

　
　
　
　
　
　
（
℡
７２
・
５
６
７
２
）

　
墨
と
水
、
和
紙
、
筆
の
使
い
方
な

ど
の
基
礎
か
ら
、
写
生
を
も
と
に
自

由
に
描
く
応
用
ま
で
ど
ち
ら
も
自
由

に
学
べ
ま
す
。

■
日
時
　
９
月
２３
日（
日
）

　
　
　
　
午
前
９
時
３０
分
〜
午
後
２
時

■
指
導
　
小
林
紀
美
子
さ
ん

　（
安
曇
野
水
墨
画
研
究
会
主
宰
）

■
材
料
費
　
３
０
０
円

■
持
ち
物
　
昼
食
、
作
業
着
、
材
料

　
費
、
鉛
筆
、
消
し
ゴ
ム
、
白
い
平

　
皿
２
枚

■
定
員
　
１０
人

■
申
し
込
み
方
法
　
８
月
２８
日（
火
）

　
か
ら
９
月
２１
日（
金
）（
月
曜
日
を

　
除
く
）ま
で
に
電
話
で
お
申
し
込

　
み
く
だ
さ
い
。
定
員
に
な
り
次
第

　
締
め
切
り
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
　
安
曇
野
　
橋
節
郎

　
記
念
美
術
館
（
℡
８１
・
３
０
３
０
）

　
穂
高
牧
に
あ
る
満
願
寺
で
、
秋
の

植
物
を
観
察
し
ま
す
。
身
近
な
自
然

を
楽
し
く
学
び
ま
せ
ん
か
？

■
日
時
　
９
月
２２
日（
土
）

　
　
　
　
午
前
９
時
〜
１１
時
３０
分

■
場
所
　
満
願
寺
（
穂
高
牧
）

■
講
師
　
飯
沼
冬
彦
さ
ん

　（
市
文
化
財
保
護
審
議
会
委
員
）

■
定
員
　
２８
人

■
参
加
費
　
４
０
０
円
（
受
講
料
・

　
入
館
料
・
保
険
料
な
ど
）

■
申
し
込
み
　
９
月
１
日（
土
）か
ら

　
１７
日（
月
）ま
で
に
、
田
淵
行
男
記

　
念
館
窓
口
に
参
加
費
を
添
え
て
お

　
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
定
員
に
な

　
り
次
第
締
め
切
り
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
　
田
淵
行
男
記
念
館

　
　
　
　
　
　
（
℡
７２
・
９
９
６
４
）

　
安
曇
野
市
図
書
館
で
は
、
秋
の
読

書
週
間
に
合
わ
せ
て
、
９
月
１
日
〜

１０
月
３１
日
ま
で
「
図
書
館
ス
タ
ン
プ

ラ
リ
ー
」
を
開
催
し
ま
す
。

　
各
図
書
館
に
備
え
付
け
の
用
紙
を
窓

口
へ
提
出
す
る
と
、
貸
し
出
し
ご
と
に

か
わ
い
い
ス
タ
ン
プ
が
押
さ
れ
ま
す
。

最
終
日
以
降
に
、
必
要
事
項
を
記
入

し
て
図
書
館
へ
提
出
す
る
と
、
賞
状
が

も
ら
え
ま
す
。
ス
タ
ン
プ
は
市
内
ど
こ

の
館
の
も
の
で
も
有
効
と
な
り
ま
す
。

　
秋
の
夜
長
を
親
子
で
読
書
に
親
し

ん
で
み
て
は
い
か
が
で
す
か
。

　
図
書
館
で
使
わ
な
く
な
っ
た
資
料
・

図
書
を
有
効
利
用
す
る
た
め
、
市
民

の
皆
さ
ん
に
無
償
で
配
布
す
る
催
し

を
開
催
し
ま
す
。

■
日
時
　
９
月
１
日（
土
）

　
　
　
　
　
午
前
９
時
〜
午
後
４
時

　
　
　
　
　
　
２
日（
日
）

　
　
　
　
　
午
前
９
時
〜
午
後
１
時

　
　
　（
本
が
な
く
な
り
次
第
閉
場
）

■
場
所
　
豊
科
公
民
館
大
ホ
ー
ル
前

■
制
限
　
１
人
　
１０
冊

■
そ
の
他
　
本
を
入
れ
る
袋
を
ご
用

　
意
く
だ
さ
い
。
汚
損
、
破
損
、
落

　
丁
の
本
が
含
ま
れ
て
い
ま
す
の
で

　
ご
了
承
く
だ
さ
い
。
古
書
店
等
業

　
者
の
入
場
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
　

　
豊
科
図
書
館（
℡
７２
・
２
１
５
８
）

ギ
ャ
ラ
リ
ー
ト
ー
ク

2
つ
の
彫
刻
鑑
賞
ツ
ア
ー

【
共
通
】

ふ
く
じ

安
曇
野
　
橋
節
郎
記
念
美
術
館

水
墨
画
講
座

紹介する人

お
す
す
め
の
一
冊

田
淵
行
男
記
念
館

お
も
し
ろ
自
然
教
室
第
6
回

図
書
館

ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー

図
書
館

リ
サ
イ
ク
ル
フ
ェ
ア

ドキドキ・ワクワクお話の世界

9月の おはなし
図書館

豊科 ちいさいたんぽぽ（幼）・おはなしたんぽぽ（５歳以上）

豊科公民館和室 (Tel.72・2158)

２１日（金）１１：００～（幼児対象）
　　　　１６：３０～（５歳以上対象）

穂高 おはなしとしょかん
穂高会館講義室 (Tel.84・0111)

※９月はおやすみ

三郷 ポケットの会
三郷公民館児童室 (Tel.77・2109)

     ８日（土）１０：００～（幼児・小学生対象）

堀金 おはなしのへや
堀金図書館児童コーナー (Tel.72・5796)

１２日（水）１１：００～（幼児対象）
１９日（水）１５：３０～（小学生対象）
　　　　１６：００～（保育園児対象）

明科 おはなしの会
ひまわり和室 (Tel.62・1122)

２２日（土）１１：００～（幼児対象）
　　　　１１：３０～（５歳以上対象）

さん  (堀金三田)

お
す
す
め
の
一
冊

だ
い
こ
ん

山
本

一
力

著

19 8月号広報

　主人公つばきは、大工の棟りょうで父の安治と母の

みのぶの子で、３人姉妹の長女。父のばくちの借金が

一家に重くのし掛かるなか、両親や妹を支える姿が涙

を誘います。へつつい（かまど）で炊くご飯が上手で、

１７歳の時、一善飯屋「だいこん」を開きます。知恵を

使い、志を捨てず、ひたむきに汗を流せば道は開ける。

当時は火災、水害が起きれば悲惨。でも、つばきはく

じけずがんばります。

百瀬　節夫

豊
科
近
代
美
術
館
・
豊
科
郷
土
博
物
館

特
別
展
「
安
曇
野
で
み
る
彫
刻
」

関
連
イ
ベ
ン
ト

身
近
な
彫
刻
を
再
発
見

豊
科
郷
土
博
物
館

第
２１
回
友
の
会
写
真
展

昨年に引き続き開催

・・・


